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　私は、『化粧』について二年生終わり頃から関心を抱いておりました。化粧について、進化論的観点や、歴史的な背景などから調べ始め、手に入る資料は全て入手しました。様々な文献を、Wordで文字にすることから行いました。そして、様々な文献を参考にしながら、自分の意見と参考文献の意見を区別したり、整理したりしました。

また、毎日思いついた事は、何でもノートに書き記しておくようにしました。（これは、就職活動における自己PRなどにおいても同様でした。）少しの疑問も、くだらないアイデアも、すべて書き記しておきました。これは、桜井先生のおっしゃる、「ブレスト」に通じるものがあるかもしれません。ブレストは、とても重要でした。考えが煮詰まってしまった時や、卒業論文が全くおもしろくない時などには、いい頭の運動になりました。

とにかく、毎日毎日「化粧」について考えることで、前進が出来たと思います。机に座って考えるというわけではなく、人と話をしている時や、自ら化粧を行っている時などです。（「化粧」が大好きなことも関係していますが。）

そうしているうちに、化粧の中でも、高齢者の方々の化粧行動にテーマを絞ろうと思い始めました。桜井先生からおっしゃっていただたことに、「まずは、手を使え！」というものがあります。これは、即実行していただきたいと思います。２万字になるのが、早ければ早いほど、卒業論文の内容を検討したり、書き加えたり、消したり・・・ということが出来ます。始めは、まず、参考文献から書き抜いた分（出典とページは必須）をつなげてみたり、自分のアイデアをつなげてみたりします。内容より、形になることで、次のイメージや構想が考えられるものではないかと思います。これを続ければ、４万字程すぐに出来上がります。そこから、内容を検討したり、消したりしたりすしました。

表題と目次は、最後の最後まで練り直しますが、だいたいの構想が出来上がれば、あとは、自分の考えを支持するものを集め、固めていく必要がありました。私の場合、高齢者の実際の化粧行動を知らなければ語ることの出来ないものであった為、老人ホームを訪問し、化粧品のイベントに参加し、化粧に携わる方々のお話を伺ったりしました。そのためには、そのような機会を探すことが必要でした。駄目もとの考え方で、化粧品会社に電話をしたり、新聞で見つけたイベントには足を運んだりしました。そして、たまたま卒業論文の話をした方から、化粧品会社の方を紹介していただいたのです。どこにきっかけがあるか分からないので、敏感に、かつ積極的な姿勢で臨むことが必要でした。

高齢者の声を拾うことが出来れば、卒業論文の内容も少しずつ濃いものとなりました。その後は、一週間毎に書き直すことになりました。前の週に書いていたものをコピーして、全く新しいWordにペーストし、好きなだけ書き加えたり、消したりしました。とにかく２万字を維持することだけを考え、毎週、少しずつ違う論文がいくつも出来上がることになりました。これは、もしも消えてしまったときも、ゼロになるわけではないので安心でした。

卒業論文は、何ヶ月もかけて書くものなので、行き詰って始めの考え方に戻ることや、全く違う方向から見ることで、おもしろいアイデアが浮かぶことなどあります。自分のペースをつかんで、「手を動かすこと」を怠らなければ、出来上がりました。

桜井先生に、ほぼ毎週のペースで面談をしていただきました。その機会を上手く利用して、自らの細かい締め切りを作ったり、「こんな考え方もあるのですが・・・」と桜井先生に話をしたりすることで、どんどんご指導・ご指摘をいただくことが出来ました。

どうぞ、自分の卒業論文のテーマについてどんどん調べて、書いてください。おそらく、とても関心のあるテーマを選んだのだと思います。私は、「化粧」についてだけ勉強出来ることが楽しくて仕方ありませんでした。楽しんで、研究してください。長々と書いて申し訳ございませんでした。こんなやり方もあるのだなぁ・・・という、ひとつの参考になればと思います。皆様のご健闘をお祈りいたします。
